
・外部講師による「いのちの授業」を実施して、自他の生命の大切さを学ぶ機会を設ける。
・昼休み等を利用し、運動に親しむ機会を充実させる。
・体育的行事を運動に親しむ一助とする場面とし、学校生活で身に付けた資質・能力を発揮する
機会とする。
・学校保健委員会を開催し、広く保護者の参加を呼びかけ、生徒の健康面での課題を発見・把握
させ自己の健康への意識を高める。
・保健授業で、１年「心身の発達と心の健康」２年「傷害の防止」３年「健康と環境」全学年で「健康
な生活と病気の予防」を学習し、健康についても理解を深める。
・技術・家庭科では「食生活と自立」 「家族・家庭と子どもの成長」との関連を 図る。
・理科では「生物の細胞と生殖」「動物 のくらしとなかま」「自然と人間」「科学技術と人間」との関
連を図る。
・運動系部活動の推進

・授業中の取組は、個人差はあるが概ね良好である。
・教室授業をオンライン配信して、学習保障を実施。
・ICT端末を活用を各教科で積極的に取り組む。
・市学状のチャートより、教科ごとの学力は、どの学年
も市平均を上回る。知識は市平均を上回が、思考は知
識ほどではない。

◎「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させて「主体的・対話的で深い学び」を実践し、生徒の思
考力・判断力・表現力、そして学習意欲や創造性の向上を図る。
◎ICTを効果的に活用しつつ、学びの主導権を適切に委ねることにより、生徒が自発的に他者と関わりながら学
びを深めていく学習活動を展開する。

・昼休みには多くの生徒がグラウンドに出て、ボール
遊びや鬼ごっこをすることで、身体を動かしている。
・部活動や地域のスポーツクラブで体を動かしている
生徒は多いが、授業以外は全く運動しない生徒との二
極化が見られ、体力テストも市平均を下回る。
・朝食の摂取率は全校生徒の９割以上だが、朝食の
内容ではバランスのとれていない生徒も多い。

　◎生徒の運動に親しむ機会を確保し、指導教員の指導力の向上を図る。
　◎学校と家庭・地域が一体となって、生活習慣や運動習慣の改善を図る。
　◎自己の健康や運動とのかかわりを意識する取組を実践する。
　◎生徒が身に付けた資質・能力を発表する場を設ける。

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

・日々学習に向かう姿勢を大切にする雰囲気の醸成に努める。
・知識・技能の定着を図ることは継続して取り組む。また、定着した知識を活用しながら、課題など
を思考・判断し、それらを表現できるような授業実践を行い、思考力・判断力・表現力の向上につ
ながる教科指導に力を入れる。
・小集団での活動など、生徒同士が活動する時間を設定し、生徒間での学びあいなどを通して、
「主体的・対話的で深い学び」を実践する。
・Chromebookを活用して、探求的な学習とともに、自ら考えたことを他者へ伝えていく場面も大切
にしていく。
・総合的な学習では、SDGｓ学習、職場体験学習、職業講話、福祉体験学習を軸に、探求、体験、
発表などを、ICTを活用したりしながら自分の言葉で他者に説明できる力を養う。また、校外行事
や学校行事等での振り返りを行い、行事で学んだこと・経験したことなどをまとめて表現する力を
養う。

上
半
期

・新体力テストを実施し、有効に活用して、生徒が自らの体力を把握する機会を大切にする。
・昼休み等を利用し、運動に親しむ機会を充実させる。
・体育的行事を運動に親しむ一助とする場面とし、学校生活で身に付けた資質・能力を発揮する
機会とする。
・学校保健委員会を開催し、広く保護者の参加を呼びかけ、生徒の健康面での課題を発見・把握
させ自己の健康への意識を高める。
・保健授業で、１年「心身の発達と心の健康」２年「傷害の防止」３年「健康と環境」全学年で「健康
な生活と病気の予防」を学習し、健康についても理解を深める。
・技術・家庭科では「食生活と自立」 「家族・家庭と子どもの成長」との関連を 図る。
・理科では「生物の細胞と生殖」「動物 のくらしとなかま」「自然と人間」「科学技術と人間」との関
連を図る。
・運動系部活動の推進

今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

下
半
期

・知識・技能の定着を図ることを継続する。また、定着した知識を活用しながら、課題などを思考・
判断し、それらを表現できるような授業実践を行い、思考力・判断力・表現力の向上につながる教
科指導に力を入れる。
・小集団での活動など、生徒同士が活動する時間を設定し、生徒間での学びあいなどを通して、
「主体的・対話的で深い学び」を実践する。
・Chromebookを活用して、探求的な学習とともに、自ら考えたことを他者へ伝えていく場面も大切
にしていく。
・総合的な学習では、SDGｓ学習、職場体験学習、職業講話、福祉体験学習を軸に、探求、体験、
発表などを、ICTを活用したりしながら自分の言葉で他者に説明できる力を養う。また、校外行事
や学校行事等での振り返りを行い、行事で学んだこと・経験したことなどをまとめて表現する力を
養う。

※令和６年度の横浜市学力・学習状況調査の結果を受けて再考する。

下
半
期

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

確かな学力
授業改善

①身に付けた知識や技能を使って思考力・判断力・表現力等を働かせながら、多面的・多角的な見方や考え方で問題を解決する力を育てる。
②「主体的・対話的で深い学び」を意識した授業やICT教材を活用した授業実践を通して指導と評価の一体化を図り、的確に社会の動向を捉えるために、情
報の中から必要なものを取捨選択する力や、学ぶことの意義や楽しさを感じながら意欲的に学び続ける力を育てる。
③各教科で得られた知識や技能を関連付けることで、新しい学びを発見し、身につけ、社会の様々なできごとに対応できる力を育てる。
④全国および横浜市学力・学習状況調査の結果を有効活用して、資質・能力の育成の充実を図る。

健康教育
①健康診断や新体力テストを通して、自身の体の状態や体力を把握する機会を大切にして、健やかな体つくりを自ら考える指導の充実を図る。
②体育的行事や昼休みの外遊び、部活動等を通して、運動・スポーツに親しむ態度を養う。また、各教科の横断的指導や学校保健委員会、保健行事等を通
して、バランスのよい食生活に親しむ態度を養うよう努める。
③校内環境美化を推進し、衛生的で健康的かつ安全な学校生活が送れるよう、特にごみの分別の徹底を図る。
④小学校と連携した引き取り訓練、避難訓練や安全点検を計画的に実施し、災害時に適切な判断と行動がとれる態度を養うよう努める。担当 研究部・学力向上 担当 保健安全指導部・学力向上

学力向上に関わる本校の状況

【認め合い　高め合い　成しとげる】
○自らの課題を見つけ、粘り強く問題解決を図ろうとする学びを育みます。 【知】
○礼儀や正義を重んじ、互いに認め合い思いやる心と豊かな感性を育みます。 【徳】
○規則正しい生活と食を大切にし、自ら健康な体をつくる力を育みます。 【体】
○社会の一員としての自覚をもち、自らができることを考え実践していく力を育みます。 【公】
○互いの個性を尊重し、互いに高めようとする意識をもち、様々な人とコミュニケーションできる力を育みます。 【開】

・落ち着いた生活を送っており、学校行事や生徒会活
動、部活動に積極的な生徒が多い。また、素直で礼儀
正しく、あいさつができる生徒が多い。

・「自分のことが好きか」という質問に対して、多くの生
徒は「どちらかというと好き」と答えるが、自己肯定感
がやや低い生徒もいる。「人のためになることをした
い」と思う生徒が多い。

・あらゆる教育活動の場面を通じて、さまざまな教員の
視点から、道徳心を育む指導を行っている。

◎「相互理解・寛容」「思いやり・感謝」「生命の尊さ」を重点に、自尊感情・自己有用感を高める。
◎生命の大切さ・重みを伝え、いじめを許さない雰囲気の醸成に努める。
◎教育活動全体を通して、安心・安全で心豊かに過ごせる学校づくりに努める。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

・学校の教育活動全体を通じた道徳教育を行う。
・次の道徳教育重点目標を達成する。
　A：自己を高めようとする意識を持ち、人生を切り開いていこうとする態度を養う
　B：礼儀を重んじ、互いの個性を尊重して、認め合い思いやる心を育てる
　C：社会の一員としての自覚を持ち、協力試合ながらよりよい集団や社会を築こうとする態度を育てる
　D：生命の尊さを知り、自他の生命を尊重する心を育てる
・教育相談を充実させ、だれもが安心して生活できる学校生活を目指す。
・様々な学校行事の中で、互いを認め合い、思いやる心を高めようとする意識を育てる。
・「人権の木」の植林を行い、全生徒・職員がいじめの無い学校を目指す。
・道徳別葉をもとに、各教科で横断的に道徳教育を行う。
・職員の道徳に関する研修会を行い、さらなる道徳教育の発展を目指す。
・「人権作文」に全学年で取り組み、人権意識の醸成を図る。
・いじめ防止基本方針に沿って、教育相談、記名式アンケートを実施して、いじめを許さない雰囲気の醸
成を図る。

     〇自分づくり
　　 　「自分を理解・受容し生きていく力」
     〇仲間づくり
　　　 「他者を信頼し、共に生きていく力」

具体化した資質・能力

　コミュニケーションが取れる・・・・・コミュニケーション力、傾聴力
　自分から表現できる・・・・・・・・・・・表現力、伝達力
　自分から周りにかかわれる・・・・・人間関係能力、判断力、決断力
　お互いを高め合える・・・・・・・・・・・自己有用感、自己肯定感

下
半
期

・学校の教育活動全体を通じた道徳教育を行う。
・次の道徳教育重点目標を達成する。
　A：自己を高めようとする意識を持ち、人生を切り開いていこうとする態度を養う
　B：礼儀を重んじ、互いの個性を尊重して、認め合い思いやる心を育てる
　C：社会の一員としての自覚を持ち、協力試合ながらよりよい集団や社会を築こうとする態度を育てる
　D：生命の尊さを知り、自他の生命を尊重する心を育てる
・教育相談を充実させ、だれもが安心して生活できる学校生活を目指す。
・様々な学校行事の中で、互いを認め合い、思いやる心を高めようとする意識を育てる。
・道徳別葉をもとに、各教科で横断的に道徳教育を行う。
・職員の道徳に関する研修会を行い、さらなる道徳教育の発展を目指す。
・いじめ防止基本方針に沿って、いじめ解決一斉キャンペーンや教育相談、アンケートを実施して、いじめ
を早期発見・対応を図る。

中期取組目標

○戸塚中学校の生徒・卒業生としての誇りがもてるように、諸活動を充実させて、生徒の自己有用感・自尊感情の醸成を図る。
〇教科横断的に育てたい資質・能力を明確にしながら一人一人を大切にした指導を充実させて、分かりやすい授業の実践を目指す。
〇すべての教科領域で、言語・表現活動の充実に努め、さまざまな場面での表現力の育成を推進する。
〇あいさつ運動を推進し、学校内にとどまらず地域でもあいさつができるように、コミュニケーション能力の育成を図る。
〇保護者や地域との一層の連携・協働を図り、学校・家庭・地域全体で将来を担う人材を育成する。

教育課程全体で育成を目指す資質・能力

人権教育
道徳指導

①道徳教育の充実を教科横断的に図り、生徒一人ひとりを大切にして、誰もが安心して心豊かに過ごせる学校づくりに努める。道徳科の授業では「考えて議
論する道徳」を行い、自己の考えを深められる授業を展開する。
②いじめは絶対に許さないを合言葉に、自己を人との関わりで捉え、望ましい人間関係の構築を図る。
③自主・自律・自立の精神を重視して、集団としての規範意識を高めながら、自主的に考え判断して誠実に実行しようとする力を育てる。
④「相互理解・寛容」「思いやり・感謝」「生命の尊さ」を重点に、全教育活動を通じて自尊感情・自己有用感のさらなる醸成を図る。担当 道徳指導部・人権推進委

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

横浜市立 戸塚中学校 令和６年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組


